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令
和
三
年
度
蓬
左
文
庫
講
演
会

　
　
　

一

　

青
松
葉
事
件
は
、
王
政
復
古
・
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

の
直
後
、明
治
元
年（
一
八
六
八
）一
月
二
十
日
か
ら

二
十
五
日
に
か
け
て
尾
張
藩
内
で
起
き
た
政
治
的

事
件
で
あ
る
。
新
政
府
軍
が
勝
利
し
、
そ
の
余
勢
を

駆
っ
て
東
山
道
・
東
海
道
・
北
陸
道
へ
先
鋒
軍
を
派

遣
し
つ
つ
あ
る
情
勢
に
お
い
て
、
江
戸
へ
進
軍
す
る

際
の
戦
略
的
な
要
衝
の
地
が
名
古
屋
で
あ
り
、
ま
た

美
濃
・
尾
張
・
信
濃
に
所
領
を
有
す
る
尾
張
藩
の
政

治
的
動
向
は
、
新
政
府
軍
・
旧
幕
府
軍
双
方
に
と
っ

て
、き
わ
め
て
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。

　

青
松
葉
事
件
と
呼
ば
れ
て
き
た
の
は
、
旧
幕
府
の

支
援
勢
力
と
見
ら
れ
た
指
導
者
を
藩
政
か
ら
排
除

す
る
た
め
に
、
元
藩
主
で
、
新
政
府
の
議
定
と
な
っ

た
徳
川
慶よ

し

勝か
つ

や
付
家
老
成
瀬
正ま

さ

肥み
つ

が「
朝
命
」を
振

り
か
ざ
し
、斬
首
、蟄
居
、謹
慎
な
ど
厳
し
く
処
断
し

た
事
件
で
あ
っ
た
。
同
時
代
史
料
に
も
断
片
的
な

形
で
は
あ
る
が
、
事
件
に
ふ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
事

件
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
を
経
た
大
正
五
年（
一
九
一

六
）に
刊
行
さ
れ
た『
名
古
屋
市
史　

政
治
編
第
一
』

が
、
こ
う
し
た
史
料
を
利
用
し
て
、
事
件
を
考
証
し

た
。
こ
れ
は
戦
前
の
研
究
で
は
も
っ
と
も
優
れ
た

成
果
で
あ
り
、
現
在
も
こ
れ
に
基
づ
い
た
理
解
が
影

響
力
を
保
っ
て
い
る
。

　

一
月
二
十
日
、
京
都
か
ら
名
古
屋
城
に
帰
っ
た

慶
勝
ら
は
、
渡
辺
新
左
衛
門
・
榊
原
勘か

解げ

由ゆ

・
石
川

内く
ら
の
す
け

蔵
允
に
対
し
て
、「
年
来
姦
曲
の
処
置
」が
あ
っ
た

と
い
う
罪
名
を
あ
げ
て
、
突
如
斬
首
の
厳
命
を
下
し

た
。
こ
う
し
た
動
向
に
つ
い
て『
名
古
屋
市
史
』は
、

渡
辺
ら「
佐
幕
派
」に
は
幼
主
義よ

し

宜の
り

を
擁
し
て
幕
府

を
支
援
す
る「
隠
謀
」が
あ
り
、彼
ら
佐
幕
派
勢
力
を

一
掃
し
て
、
藩
内
の
動
揺
を
鎮
め
、
王
政
復
古
と
い

う
事
業
に
協
力
す
る
体
制
が
で
き
た
と
し
つ
つ
も
、

義
宜
擁
立
計
画
や「
年
来
姦
曲
の
処
置
」を
裏
付
け

る
史
料
は
な
く
、
ま
た
事
件
の
原
因
は
明
ら
か
で
は

な
い
と
結
論
付
け
た
。

　

戦
後
の
事
件
研
究
で
は
、
水
谷
盛
光
氏
に
よ
る
史

料
の
丹
念
な
収
集
を
基
に
し
た
事
件
全
体
像
の
解

明
の
試
み
が
特
筆
さ
れ
る（
１
）。
ま
た
、
最
近
で
は

藤
田
英
昭
氏（
徳
川
林
政
史
研
究
所
）に
よ
る
尾
張

藩
維
新
史
の
仕
事
が
、
旧
来
の
研
究
を
一
新
し
た
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る（
２
）。
藤
田
氏
は
、
①
前
藩

主
徳
川
茂
徳（
玄
同
）の
動
向
、②
慶
応
三
年
の
藩
内

状
況（
慶
勝
や
成
瀬
ら
は
一
枚
岩
で
は
な
い
こ
と
）、

③
鷲
津
九
蔵
ら
明
倫
堂
グ
ル
ー
プ
の
台
頭
、
④
大
政

奉
還
前
後
の
藩
内
対
立（
若
井
鍬
吉
ら「
奸
人
」の
追

放
）な
ど
を
丁
寧
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
事
件

に
関
し
て
は
、
慶
勝
は
事
件
に
関
与
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、
茂
徳
に
近
い
藩
士
が
多
数
処
罰
さ
れ
た
こ

と
、
斬
首
の
打
手
に
明
倫
堂
の
学
生
が
い
た
こ
と
、

な
ど
新
し
い
見
解
を
提
示
し
た
。

　
　
　

二

　

青
松
葉
事
件
は
維
新
後
の
尾
張
藩
の
事
蹟
調
査

を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
始
ま
り
は
、
政
府
に
提
出
さ
れ

た『
華
族
家
記　

徳
川
義
宜
』に
あ
り
、こ
の
記
録
の

附
録
と
し
て「
斬
姦
筆
記
」が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ

れ
に
は『
名
古
屋
市
史
』と
大
き
な
違
い
が
い
く
つ

か
あ
り
、と
く
に
渡
辺
ら
の「
隠
謀
」が
具
体
的
に
記

述
さ
れ
、
彼
ら
は
大
坂
城
の
旧
幕
府
勢
力
と
気
脈
を

通
じ
、
藩
内
で「
朋
党
」を
結
び「
金
穀
兵
器
」を
蓄

え
、
義
宜
を
擁
し
て
慶
喜
を
応
援
す
る
計
画
が
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
一
月
十
九
日
に
慶
勝
は

名
古
屋
城
に
入
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
一
日
延
期
さ

れ
た
の
は
、渡
辺
ら
が「
兵
権
」を
有
し
て
お
り
慎
重

な
行
動
が
必
要
だ
っ
た
た
め
と
す
る
。
さ
ら
に
渡

辺
ら
三
人
は
自
刃
を
命
じ
ら
れ
た
と
し
、
斬
首
説
を

採
っ
て
い
な
い
こ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

　

こ
の『
家
記
』が
誰
の
手
で
書
か
れ
た
の
か
は
わ

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
旧
尾
張
藩
の
歴
史
史
料
の
蒐

集
、
維
新
史
の
編
さ
ん
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
水
野
彦
三
郎
に
注
目
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

青あ
お

松ま
つ

葉ば

事
件

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
　
羽
賀
祥
二
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水
野
に
は『
三
世
紀
事
略
』（
名
古
屋
叢
書
第
五
巻
）

と
い
う
編
書
が
あ
り
、
こ
れ
に
は「
姦か

ん

徒と

誅ち
ゅ
う

鋤じ
ょ

」と

い
う
附
録
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
内
容
は『
華
族
家

記　

徳
川
義
宜
』と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
渡

辺
ら
に
は
事
件
以
前
か
ら「
不
正
ノ
志
」が
あ
っ
た

こ
と
、義
宜
を
擁
し
て
江
戸
に
走
り
徳
川
宗
家
を
救

援
す
る
計
画
を
有
し
て
い
た
こ
と
、な
ど
を
指
摘
し

て
い
る
。
水
野
は
安
政
六
年（
一
八
五
九
）九
月
、儒

者
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
以
降
、
儒
臣
と
し
て
茂
徳
・

慶
勝
に
仕
え
た
。
維
新
後
に
は
、藩
史
編
さ
ん
を
担

い
、そ
の
た
め
に『
幕
末
維
新
書
翰
集
』、『
維
新
前
後

雑
記
録
』（
い
ず
れ
も
蓬
左
文
庫
所
蔵
）を
ま
と
め
て

い
る（
３
）。

　

水
野
は
事
件
当
日
の
一
月
二
十
日
、
江
戸
か
ら
名

古
屋
に
帰
っ
て
い
た
。
当
日
は
城
門
が
閉
ざ
さ
れ
、

入
城
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。『
維
新
前
後
雑
記
録
』

に
は
、
事
件
に
関
す
る
草
稿
類
が
い
く
つ
か
あ
り
、

推
敲
を
重
ね
た
様
子
が
わ
か
る
。
ま
た
蓬
左
文
庫

に
は
、『
誅
鋤　

奸
党
誅
鋤
ノ
件
』、『
青
松
事
件
関
係

書
』と
題
し
た
編
さ
ん
史
料
も
あ
る
。
水
野
は
尾
張

藩
維
新
史
の
編
さ
ん
の
過
程
で
、
関
係
者
へ
の
聞
き

取
り
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
人
に
渡
辺
鉞え

つ

次じ

郎ろ
う（

正
蔭
、舫
彦
）と
い
う
人
物
が
い
る
。
鉞
次
郎
は

事
件
に
中
心
に
い
た
人
物
で
、
し
か
も
事
件
当
日
に

榊
原
勘
解
由
を
斬
首
し
た
打
手
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　

三

　

鉞
次
郎
の
略
歴
は『
名
古
屋
市
史
』人
物
編（
一

九
四
三
年
刊
）に
記
載
が
あ
る
。
文
久
二
年（
一
八

六
二
）七
月
、
安
政
の
大
獄
に
連
座
し
た
慶
勝
や
成

瀬
が
幕
府
か
ら
罪
を
解
か
れ
、
藩
内
で
も
田
宮
如
雲

ら
多
く
の
藩
士
が
復
権
し
た（
４
）。
こ
の
復
権
運
動

に
尽
力
し
た
グ
ル
ー
プ
の
一
人
が
鉞
次
郎
で
あ
っ

た
。
彼
の
履
歴
に
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
元
治
元

年（
一
八
六
四
）十
月
に
は
慶
勝
が
総
督
を
務
め
た

長
州
征
討
に
銃
隊
長
と
し
て
従
軍
し
た
。
慶
応
三

年（
一
八
六
七
）十
月
の
大
政
奉
還
の
直
後
、慶
勝
は

上
京
す
る
が
、
そ
の
際
に
は「
願
御
供
」（
藩
に
出
願

し
て
特
に
慶
勝
の
供
と
な
る
こ
と
）を
許
さ
れ
、「
願

御
供
」の
藩
士
の
取
締
役
を
勤
め
た
。
そ
し
て
青
松

葉
事
件
で
は
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

事
件
後
に
は
、
軍
監
と
し
て
東
征
軍
に
加
わ
り
、
江

戸
か
ら
会
津
へ
と
転
戦
し
た
。
帰
国
後
の
明
治
二

年（
一
八
六
九
）十
月
に
は
、名
古
屋
藩
権
大
参
事
の

要
職
に
就
き
、主
に
軍
事
部
門
を
担
当
し
た
。

　

鉞
次
郎
に
関
連
す
る
諸
資
料
は
、
長
く
日
の
目
を

見
な
か
っ
た
が
、
平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
）、
関
連

資
料
が
津
島
市
の
堀
田
家
か
ら
蓬
左
文
庫
へ
寄
贈

さ
れ
た
。
鉞
次
郎
の
曾
孫（
正
蔭
の
子
・
皐
月
の
孫
）

に
当
た
る
堀
田
春
子
氏
が
、
長
い
時
間
を
か
け
て
熱

心
に
整
理
と
解
読
の
作
業
を
継
続
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る（
５
）。
関
連
す
る
資
料
は
二
五
〇
点

ほ
ど
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
多
く
の
資
料
が
散
佚
し

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
戊
辰
戦
争
や
維
新
後
の

藩
政
へ
の
関
わ
り
を
示
す
貴
重
な
資
料
も
あ
り
、
他

方
多
く
の
母
宛
の
書
簡
か
ら
も
当
時
の
切
迫
し
た

政
治
情
勢
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

四

　

資
料
の
中
に
、
事
件
の
核
心
に
迫
る
自
筆
の
事
蹟

録「
過
去
現
在
未
来
記
」と
い
う
文
書
が
あ
る
。
こ

れ
に
は
十
六
歳
で
父
六
一
郎
よ
り
家
督
を
相
続
し
て

か
ら
、
愛
知
県
第
六
中
学
区
取
締
に
就
任
す
る
ま
で

の
事
蹟
が
記
さ
れ
て
い
る
。鉞
次
郎
は
明
治
八
年（
一

八
七
五
）八
月
に
死
去
す
る
が
、そ
の
直
前
に
書
か
れ

た
も
の
だ
と
推
定
さ
れ
る
。こ
こ
で
は
慶
応
三
年（
一

八
六
七
）の
慶
勝
の
上
京
か
ら
青
松
葉
事
件
に
至
る

箇
所
を
引
用
し
て
み
よ
う
。（
※
丸
括
弧
内
は
筆
者

に
よ
る
注
）

大
納
言
様（
徳
川
慶
勝
の
こ
と
）御
供
ニ
而
七

十
二
人
願
御
供
之
輩
惣
轄
ニ
而
上
京
、
伏
水
一

挙
ニ
付
日
御
門
御
堅
メ
被
命
、
願
御
供
輩
締
行

届
候
旨
ニ
而
、
御
袴
地
被
下
置
候
事（
中
略
）一

位
君（
徳
川
慶
勝
の
こ
と
）御
留
守
中
、
渡
辺
新

左
衛
門
始
奸
徒
跋
扈
、
右
御
仕
置
朝
命
ニ
付
、

知
恩
院
お
い
て
斬
首
之
儀
正
蔭（
渡
辺
鉞
次
郎

の
こ
と
）へ
御
委
任
、　

　
　
　

右
極
秘

明
倫
堂
願
御
供
之
分
ハ

鷲
津
九
蔵
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清
須
へ
御
着
候
所
、
成
瀬
五
位（
隼
人
正
正
肥

の
こ
と
）御
跡
ニ
相
成
ニ
付
、一
日
御
滞
在
、右

新
左
衛
門
初
斬
首
之
手
順
ニ
付
、
正
蔭
密
々
ニ

被
召
、
五
位
江
之
御
使
、
御
召
馬
ニ
而
可
相
勤

旨
被
命
候
処
、
憚
リ
津
田
九
郎
次
郎
馬
ニ
而
起

宿
迄
相
越
、五
位
江
御
直
命
之
趣
相
伝
帰
候
事

御
着
城
否
斬
首
之
一
条
取
扱
、
鷲
津
九
蔵
逡
巡

ニ
付
、
改
而
明
倫
堂
願
御
供
之
儀
も
、
正
蔭
指

揮
候
旨
改
而
御
談
ニ
付
畏
候
事

御
太
鼓
櫓
前
ニ
而
、
渡
辺
新
左
衛
門
・
榊
原
勘

解
由
・
石
川
内
蔵
允
斬
首
、
渡
辺
ハ
新
野
久
太

夫
、
勘
解
由
ハ
正
蔭
、
石
川
ハ
水
野
慶
次
郎
斬

候
事

　
「
願
御
供
」に
よ
っ
て
慶
勝
に
供
奉
し
た
藩
士
は
、

鷲
津
九
蔵（
明
倫
堂
督
学
）の
グ
ル
ー
プ
と
、鉞
次
郎

が
総
轄
し
た
願
御
供
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
慶

勝
の
上
京
中
に
渡
辺
新
左
衛
門
ら「
奸
徒
」が
跋ば

っ

扈こ

し
、一
月
十
五
日
に「
奸
徒
」の
処
分
と
勤
王
誘
引
の

任
を
果
た
す
こ
と
を
命
じ
た
御
沙
汰
書
を
受
け
た

後
、京
都
知
恩
院
で
鉞
次
郎
と
鷲
津
が「
奸
徒
」の
斬

首
を
委
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
鉞
次
郎
は「
奸
徒
」処

罰
の
手
続
き
を
打
ち
合
わ
せ
る
た
め
に
成
瀬
へ
の

連
絡
役
を
勤
め
た
こ
と
を
記
す
。
興
味
深
い
点
は
、

渡
辺
ら
三
人
の
斬
首
を
前
に
、鷲
津
が「
逡
巡
」し
た

た
め
、鉞
次
郎
が
明
倫
堂「
願
御
供
」か
ら
選
ば
れ
た

打
手
も
指
揮
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
と
い
う
こ

「過去現在未来記」
青松葉事件について記した
箇所
（本文引用の「一位君…」以
下の箇所）
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と
で
あ
る
。

　
　

五

　

こ
の
事
蹟
録
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
事
件
に
お
け

る
鉞
次
郎
の
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
事
件
の
背
景

を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
青
松
葉
事
件
の

よ
う
な
多
く
の
藩
士
を
巻
き
こ
ん
だ
事
件
が
起
き

た
の
だ
ろ
う
か
。
直
接
的
な
資
料
が
な
い
と
す
れ

ば
、
丹
念
に
幕
末
維
新
史
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
っ
て
み

る
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

幕
末
尾
張
藩
の
政
治
的
動
き
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、「
姦
徒
」を
執
拗
に
排
撃
す
る
傾
向
で
あ
る
。
文

久
二
年
に
付
家
老
竹
腰
兵
部
少
輔（
正ま

さ

諟あ
と

）、年
寄
鈴

木
丹
後
守（
重
到
）、側
用
人
武
野
新
右
衛
門
が
処
罰

さ
れ
た
。
そ
し
て
慶
応
二
年
に
は
、
城
の
両
鉄
門
外

の
下
馬
杭
に
、「
尾
藩
蓋
世
憤
士
」に
よ
る「
告
姦
吏
」

と
題
し
た
張
紙
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
張
紙
で
は
、
竹

腰
、
年
寄
加
判
成
瀬
能
登
守
、
明
倫
堂
督
学
塚
田
愨か

く

四
郎
が「
巨
姦
」と
し
て
糾
弾
さ
れ
、
沢
田
庫
之
進
・

松
井
市
兵
衛
ら
も「
隠
悪
侫ね

い

奸か
ん

に
し
て
実
ニ
国
賊
之

魁か
い

首し
ゅ

」と
し
て
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
た
。
武
野
と
塚

田
は
青
松
葉
事
件
で
斬
首
さ
れ
、
松
井
は
隠
居
の
処

分
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
藤
田
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
慶
応
三
年

十
月
に
は
、
水
野
石
見
守
・
松
井
市
兵
衛
・
間
宮
伴

右
衛
門
・
若
井
鍬
吉
が
藩
政
か
ら
排
除
さ
れ
た
。
松

井
や
若
井
は
茂
徳
・
慶
勝
を
長
い
あ
い
だ
補
佐
し
て

き
た
側
近
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
文
久
期
以
来
の

五
年
余
の
間
、
何
度
も「
奸
臣
」が
攻
撃
さ
れ
、
あ
る

い
は
藩
政
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
い
う
動
向
が
見
ら

れ
た
。
こ
う
し
た
連
続
的
な「
奸
臣
」排
除
へ
の
執

拗
な
動
き
の
延
長
線
上
に
斬
首
を
含
ん
だ
大
が
か

り
な
政
治
的
処
罰
が
あ
っ
た
。

　
　
　

六

　

こ
う
し
た
敵
対
勢
力
の
排
除
の
動
き
の
中
に
は
、

渡
辺
・
榊
原
・
石
川
の
名
は
な
い
。
な
ぜ
彼
ら
三
人

は
最
初
に
斬
首
に
処
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
華
族
家
記　

徳
川
義
宜
』に

は
、「
渡
辺
新
左
衛
門
始
ハ
兵
権
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
シ

テ
、
率
爾
手
ヲ
下
ス
可
ラ
サ
ル
」と
い
う
記
述
が
あ

っ
た
。
ま
た
他
の
史
料
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

慶
応
期
に
は
渡
辺
ら
は
た
び
た
び
大
番
組
や
寄
合

組
を
率
い
て
、
京
都
・
大
坂
に
出
張
し
て
い
た
。
鉞

次
郎
も
銃
隊
長
を
勤
め
る
な
ど
軍
事
部
門
に
関
係

し
て
い
た
。
幕
末
藩
政
史
に
お
け
る
軍
事
部
門
の

編
制
や
司
令
官
の
担
い
手
と
い
っ
た
問
題
の
解
明

も
、
事
件
を
考
察
す
る
上
で
不
可
欠
だ
ろ
う
。
こ
れ

に
加
え
て
も
う
一
つ
の
課
題
が
あ
る
。
塚
田
愨
四

郎
・
若
井
鍬
吉
・
鷲
津
九
蔵
・
水
野
彦
三
郎
は
い
ず

れ
も
儒
臣
と
し
て
藩
主
の
側
近
を
勤
め
た
。
彼
ら

は
政
治
文
書
の
起
草
、
朝
廷
・
幕
府
・
諸
藩
と
の
周

（
１
）
水
谷『
尾
張
徳
川
家
明
治
維
新
内
紛
秘
史
考
説
』

一
九
七
一
年
、自
費
出
版
。

（
２
）
藤
田
英
昭「
慶
応
三
年
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家

の
政
治
動
向
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所『
研
究
紀

要
』第
五
十
号
、二
〇
一
六
年
）、同「
慶
応
四
年

前
後
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
の
内
情
と
政
治

動
向
」（
同『
研
究
紀
要
』第
五
十
二
号
、二
〇
一

八
年
）、
同「
慶
応
期
の
尾
張
藩
」（
羽
賀
祥
二
・

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編『
名
古
屋
と
明
治
維

新
』風
媒
社
、二
〇
一
八
年
）。

（
３
）
水
野
に
つ
い
て
は
、
木
村
慎
平「「『
幕
末
維
新

書
翰
集
』と
水
野
彦
三
郎
」（『
蓬
左
』九
三
、
二
〇

一
六
年
）、「『
幕
末
維
新
書
簡
集
』解
題
」（『
名

古
屋
市
蓬
左
文
庫
文
庫
所
蔵
史
料
目
録（
一
）』

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、二
〇
一
八
年
）を
参
照
。

（
４
）
羽
賀
祥
二「
文
久
期
の
尾
張
藩
」（
前
掲『
名
古

屋
と
明
治
維
新
』所
収
）。

（
５
）
堀
田
晴
子「
渡
辺
正
蔭（
鉞
次
郎
）の
遺
稿
に
想

う
」（『
郷
土
文
化
』第
四
十
五
巻
第
二
号
、
一
九

九
〇
年
）。
こ
の
論
考
に
は
現
在
残
っ
て
い
な

い
鉞
次
郎
の
母
宛
書
簡
な
ど
、
重
要
な
史
料
の

紹
介
が
あ
る
。

旋
活
動
な
ど
を
担
当
し
た
。
儒
臣（
側
近
）と
政
治

と
の
関
係
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。
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◆
御
畳
奉
行
、鳴
海
へ
行
く

　

正
徳
元
年（
一
七
一
一
）の
夏
、
六
月
も
終
わ
り
を
迎
え

よ
う
と
す
る
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
は
元
禄
十
三
年

四
月
に
御
畳
奉
行
と
な
っ
て
か
ら
十
二
年
目
、
ま
た
宝
永

五
年
八
月
に
文
左
衛
門
か
ら
定
右
衛
門
に
改
名
し
て
四
年

目
に
あ
た
り
、
年
齢
は
三
十
八
歳
と
な
っ
て
い
た
。
御
畳

奉
行
は
物
見
遊
山
で
は
な
く
、
暑
い
盛
り
に「
御
用
」で
東

海
道
の
宿
場
町
、鳴
海
を
訪
れ
た
。

　（
六
月
）廿
九
日
　
快
晴
　
卯
前
鳴
海
へ
御
用
に
て
行
。

　
笠
寺
に
て
酒
給
。
辰
七
刻
鳴
海
着
。
御
用
仕
廻
。
未

過
横
地
仁
兵
衛
案
内
に
て
、
金
右
衛
門
山
上
の
茶
亭

〔
三
畳
敷
〕へ
上
る
。
岡
崎
弥
兵
も
あ
り
。
眼
下
鳴
海

の
宿
、海
面
夕
日
に
耀
き
、青
苗
天
際
に
接
す
。
帆
船

見
へ
、比
屋
参
差
た
り
。
吸
物
・
酒
・
肴
給
。
甚
楽
。

仁
兵
衛
家
老
金
六
〔
十
八
〕侍
酌
。（
以
下
続
き
は
後
述
）

　

現
在
の
暦
に
換
算
す
る
と
八
月
十
三
日
あ
た
り
で
、「
残

暑
厳
し
き
」の
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
、
ま
さ
に
じ
り
じ
り
と

太
陽
が
照
り
つ
け
る
暑
い
盛
り
の
一
日
だ
っ
た
よ
う
で
、日

の
出
は
今
の
時
刻
で
朝
五
時
過
ぎ
で
あ
る
。「
卯
前
」に
出

発
し
た
と
い
う
か
ら
、日
の
出
前
の
ま
だ
暗
い
う
ち
、午
前

四
時
過
ぎ
に
は
主ち

か
ら税
町ま

ち（
現
在
の
東
区
主
税
町
４
丁
目
中

央
の
交
差
点
あ
た
り
）の
自
宅
を
出
発
し
、
お
そ
ら
く
熱
田

か
ら
東
海
道
に
入
っ
て
、
途
中
笠
寺
で
小
休
止（
生
来
の
酒

好
き
で
あ
っ
た
）、
辰
の
終
り
よ
り
少
し
前
と
い
う
か
ら
、

現
在
の
午
前
八
時
半
頃
で
あ
ろ
う
か
、
鳴
海
に
到
着
し
て

仕
事
を
済
ま
せ
た
。
残
念
な
が
ら
、
ど
ん
な「
御
用
」で
あ

っ
た
か
、仕
事
の
内
容
ま
で
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
日
に

限
ら
ず
、
当
人
は
仕
事
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
日
記
に
書
い

て
い
な
い
。
そ
し
て
、未（
午
後
二
時
頃
）過
ぎ
、山
上
の
茶

亭
に
招
か
れ
て
酒
食
の
も
て
な
し
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
横
地
仁
兵
衛
は
、
宝
永
元（
元
禄
十
七
）年
秋
七
〜
九

月
に
起
き
た
鳴
海
出
女
事
件
で
失
職
し
た
奥
田
彦
九
郎
に

代
わ
っ
て
、鳴
海
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
代
官
で
、

御
畳
奉
行
と
は
旧
知
の
中
で
あ
っ
た
。
岡
崎
弥
兵
衛
は
文

左
衛
門
の
母
方
の
親
戚
筋
で
普
段
か
ら
付
き
合
い
が
深

く
、
鉄
炮
頭
や
江
戸
在
番
の
折
は
足
軽
頭
な
ど
を
務
め
て

い
た
。
い
わ
ば
警
備
担
当
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
役
人
を
迎
え
る
側
が
下
郷
金
右
衛

門
で
、
下
郷
家
二
代
当
主
吉
親
＝
知
足
の
弟
三
郎
左
衛
門

で
あ
る
。
天
和
四
年（
一
六
八
四
）三
月
以
降
、
知
足
か
ら

鳴
海
宿
の
中
心
部
で
あ
る
表
方
の
庄
屋
職
を
引
き
継
ぎ
、

従
来
の
三
郎
左
衛
門
を
金
右
衛
門
と
改
名
し
た
。
な
お
か

つ
、先
の
鳴
海
出
女
事
件
で
十
日
間
入
牢
の
身
と
な
っ
た
、

そ
の
当
人
で
あ
っ
た
。
御
畳
奉
行
は
こ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
鳴
海
宿
東
郊
の
細
根
山
に
は
下
郷

家
の
山
荘
が
あ
っ
た
。
と
い
っ
て
も
わ
ず
か
三
畳
の
小
さ

な
茶
亭
で
あ
る
。
天
和
三
年
十
二
月
、
知
足
の
妻
か
め
の

死
を
悼
み
、菩
提
を
と
む
ら
う
草
庵
を
細
根
山
に
建
て
、寂

照
庵
と
名
付
け
た
と
、一
般
に
は
喧
伝
さ
れ
る
が
、あ
く
ま

で
も
伝
承
で
あ
り
、真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
。

　

少
な
く
と
も
千
代
倉
家
日
記
を
見
る
限
り
、
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）の
閏
正
月
十
一
日
に
細
根
山
を
含
む
鳴
海
山

一
帯
で
藩
主
光
友
が
鹿
狩
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
折

に
こ
の
細
根
の
茶
亭
で
昼
食
を
と
っ
た
。
こ
の
鹿
狩
に
間

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
と
、
そ
の
年
の
正
月
か
ら
閏
正
月
に

か
け
て
、
次
の
よ
う
に「
亭ち

ん

」す
な
わ
ち
茶
亭
の
造
作
に
と

り
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

正
月
十
六
日　

亭
ノ
大
工
釿
初
。

　

閏
正
月
朔
日　

ち
ん
柱
立
。

　

同　
　

三
日　

ち
ん
屋
ね
ふ
く
。

　

同　
　

六
日　

亭
ノ
壁
下
地
か
く
。

　

同　

十
一
日　

な
る
み
山
、
御
鹿
狩
有
。
御
目
見
ヘ
ニ

い
ず
れ
も
出
間
敷
旨
、所
左
様（
大
代
官
、五
味

所
左
衛
門
）よ
り
申
被
参
候
。
せ
こ（
狩
の
手

伝
人
足
）不
出
。
昼
食
御
茶
や
に
て
。

　

こ
の
年
の
三
月
四
日
、
参
勤
交
代
で
江
戸
へ
向
か
う
途

次
、
光
友
は
鳴
海
へ
一
泊
し
た
折
に
も「
両
殿
様（
光
友
と

第
二
子
の
摂
津
守
松
平
義
行
）七
つ
に
御
入
。（
中
略
）ち

ん
へ
御
上
り
。」と
山
上
の
茶
亭
ま
で
足
を
の
ば
し
、
翌
朝

江
戸
へ
向
け
て
出
立
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
は
、藩
主
や
そ
の
係
累
な
ど
、賓
客

を
も
て
な
す
た
め
の
茶
亭
と
し
て
建
て
ら
れ
た
よ
う
に
う

か
が
え
る
が
、後
代
ま
で
営
々
と
整
備
が
続
け
ら
れ
た（
次

頁
下
段「
尾
張
名
所
図
会
」挿
絵
参
照
）。

尾
張
の
筆
ま
め
日
記
伝
（
第
二
回
）

鸚
鵡
籠
中
記
と
千
代
倉
家
日
記（
中
）
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さ
て
、わ
ず
か
三
畳
の
小
さ
な
茶
室
で
御
畳
奉
行
は
同
じ

く
城
下
か
ら
出
向
い
た
知
己
の
者
と
と
も
に
吸
物
、
酒
、
肴

で
も
て
な
し
を
受
け
た
。
酒
好
き
の
御
畳
奉
行
は「
甚
楽
」、

漢
詩
風
に
山
上
か
ら
の
眺
望
を
即
興
で
詠
ん
だ
。
曰
く
、

　
　

眼
下
鳴
海
ノ
宿

　
　

海
面
輝
キ

二
夕
日
ニ

一

　
　

青
苗
接
ス

二
天
際
ニ

一

　
　

帆
船
見
ヘ
比
屋
参
差
タ
リ

　

五
言
で
始
ま
っ
た
も
の
が
、
最
後
は
七
言
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。ま
あ
、こ
れ
は
酔
い
が
回
っ
て
の
御
愛
嬌
で
あ
る
。

　

御
畳
奉
行
は
こ
の
日
の
日
記
に
は
書
い
て
い
な
い
が
、

実
は
こ
の
年
の
秋
に
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
訪
が
予
定
さ

れ
て
い
た
。
一
行
の
鳴
海
御
用
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
下
準

備
の
た
め
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
事
を
裏
付
け
る
記
録
は
、「
千
代
倉
家
日
記
」の
中

に
同
一
の
日
付
で
記
さ
れ
て
い
る
。
記
し
た
の
は
下
郷
家

二
代
目
当
主
知
足
の
跡
を
継
ぎ
、三
代
目
当
主
と
な
っ
た
、

長
男
の
蝶
羽（
本
名
季
雄
）で
あ
る
。
一
部
虫
損
に
よ
っ

て
判
読
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
の
は
残
念
だ
が
、
お
お
よ

そ
の
大
意
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
六
月
）廿
九
日
　
照
強
ク
　
名
古
屋
御
代
官
、
御
国

奉
行
冨
永
三
右
衛
門
殿
、
岡
崎
弥
兵
衛
殿
、
井
ノ
口

治
太
夫
殿
、小
瀬
新
右
衛
門
殿
、兼
松
七
之
丞
殿
、朝

鮮
人
御
居
□
□
□
ニ
付
、
宿
見
ニ
御
越
。
并
、
御
畳

奉
行
朝
日
定
右
衛
門
殿
、宅
□
抔
御
越
。
此
方
懸
被

為
ニ
付
、不
残
表
か
へ
。
三
郎
左
衛
門
、御
代
官
、岡

崎
八
兵
衛
殿
、
亭
ニ
而
酒
盛
。（
中
略
）
日
暮
而
御

立
。
冨
永
殿
、此
方
ニ
少
時
御
休
被
為
申
候
。

　

蝶
羽
の
記
し
た
こ
の
日
記
に
は
、
既
出
の
人
物
だ
け
は

な
く
、御
国
奉
行
冨
永
三
右
衛
門
を
は
じ
め
と
し
て
、井
ノ

口
治
太
夫（
井
野
口
治
太
夫
：
大
寄
合
）、
小
瀬
新
右
衛
門

（
御
用
人
）、
兼
松
七
之
丞（
御
供
番
）な
ど
も
鳴
海
を
訪
れ

て
い
た
。
藩
主
の
参
勤
交
代
で
見
送
り
・
出
迎
え
に
藩
の

要
職
者
が
訪
れ
る
の
は
日
常
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
下
準
備
で
国
奉
行
ま
で
が
お
出
ま
し
と
は
、
出
女

一
件
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
鳴
海
宿
の
面
々
は
緊
張
し
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

朝
鮮
通
信
使
は
着
船
す
る
大
坂
と
江
戸
の
間
を
徒
歩
で

往
復
し
た
が
、今
回
、尾
張
領
内
で
は
名
古
屋
城
下
で
一
泊

し（
本
陣
は
大
須
の
性し

ょ
う

高こ
う

院い
ん

）、
そ
の
前
後
、
起お

こ
し

宿
と
鳴
海

宿
で
小
休
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
鳴
海

宿
本
陣
や
、
惣
年
寄
で
脇
本
陣
格
の
千
代
倉
家（
下
郷
本

家
）な
ど
も
下
見
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

◆
行
き
は
よ
い
よ
い
、帰
り
は
？

　

陽
も
傾
き
、
す
っ
か
り
酔
い
が
回
っ
て
日
も
暮
れ
よ
う

と
す
る
頃
、山
上
の
宴
も
お
開
き
と
な
っ
た
。「
鸚
鵡
籠
中

記
」の
後
半
部
分
で
あ
る
。

　
申
半
過
皈
る
。
弥
兵
が
馬
に
予
乗
。
熱
田
に
て
下
り

ざ
ま
に
酔
ゆ
へ
、
け
つ
ま
づ
き
倒
る
。
左
の
足
の
小

指
の
根
を
大
に
裂
破
り
、流
血
狼
籍
た
り
。
加
之
、臀

を
鞍
に
て
す
り
破
る
。
戌
半
皈
宅
。

　

申
半
過
は
夕
方
六
時
過
ぎ
頃
、
残
暑
厳
し
き
折
で
ま
だ

陽
も
高
く
、
昼
間
の
暑
さ
が
残
っ
て
い
る
時
分
で
あ
る
。

す
っ
か
り
酔
い

の
回
っ
て
い
た

御
畳
奉
行
は
、

騎
馬
で
訪
れ
て

い
た
岡
崎
弥
兵

衛
の
馬
に
乗
せ

て
も
ら
い
、
熱

田
ま
で
馬
の
瀬

に
ゆ
ら
れ
て
帰

宅
の
途
に
つ
い

た
。
が
、
よ
け

い
に
酔
い
が
回

っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

熱
田
で
馬
を

降
り
る
際
、
よ

ろ
け
て
け
つ
ま

づ
い
て
し
ま
っ

た
。そ
の
際
に
、

左
足
の
小
指
の

つ
け
根
が
裂
け

て
し
ま
い
、
血
だ
ら
け
で
あ
る
。
当
然
草
鞋
は
使
い
物
に

な
ら
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

落
馬
す
る
時
に
鞍
で
ひ
っ
か
け
た
の
か
、
臀
部
も
す
り

破
る
始
末
。
満
身
創
痍
で
い
っ
た
い
ど
こ
を
ど
う
や
っ
て

自
宅
ま
で
帰
っ
た
の
か
、
着
い
た
の
は
戌
半
と
い
う
か
ら

夜
八
時
頃
。な
ん
と
も
情
け
な
い
姿
で
の
帰
宅
で
あ
っ
た
。

（
蓬
左
文
庫　

井
上
善
博
）

文政5年3月条　堀川の桜

▲知足の50回忌を翌年に控えた宝暦２年（1752）以降、細根山の整備が進められた。
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表紙：古牋類纂（こせんるいさん）　２冊　江戸初期写　33.8㎝×27.0㎝

　
『
古
牋
類
纂
』は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
織
豊
期

ま
で
の
、
武
家
が
や
り
取
り
し
た
文
書
の
写
し

を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
冊
か
ら
な
り
、
第

一
冊
に
は
三
七
点
、
第
二
冊
に
は
二
五
点
の
計

六
二
点
の
文
書
の
写
し
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
期（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）に
成
立
し

た
尾
張
藩
の
蔵
書
目
録
で
あ
る『
御お

文ぶ
ん

庫こ

御ご

書し
ょ

籍せ
き

目も
く

録ろ
く

』（
寛
政
目
録
）で
は「
源げ

ん

敬け
い

様さ
ま

御
書
物
」、

つ
ま
り
尾
張
藩
初
代
藩
主
・
徳
川
義よ

し

直な
お

の
書
物

の
一
覧
で
そ
の
名
が
確
認
で
き
る
。そ
こ
に
は
、

「
慶
安（
一
六
四
八
～
一
六
五
二
）の
御
書
籍
目

録
に「
古こ

牒じ
ょ
う

写う
つ
し　

一
冊
」と
し
て
名
が
見
え
、（
中

略
）天
明
二
年（
一
七
八
二
）に
二
冊
に
取
り
繕

い
、
古
牋
類
纂
と
名
付
け
ら
れ
た
」（
筆
者
訳
）

と
注
記
が
あ
り
、
本
来
は
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ

た
状
態
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の『
古
牋
類
纂
』に
は
足
利
将
軍
家

を
は
じ
め
、
大
内
氏
や
武
田
信
玄
・
豊
臣
秀
吉

な
ど
の
文
書
の
写
し
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
主

に
中
国
地
方
に
関
係
の
あ
る
人
物
・
内
容
の
文

書
が
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
編
年
式
に

並
べ
ら
れ
、原
本
と
比
べ
る
と
、筆
跡
か
ら
花
押

影
、
字
配
り
な
ど
も
か
な
り
意
識
し
て
写
さ
れ

て
い
る
事
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
原
本
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
長
府

毛
利
家
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
山
口

県
指
定
文
化
財『
手て

鑑か
が
み

』（「
萬ば

ん

代だ
い

帖ち
ょ
う」と

も
、
山

口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）や
、
同『
手
鑑「
筆ひ

っ

陳ち
ん

」』（
下
関
市
立
歴
史
博
物
館
蔵
）等
の
中
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
義
直
と
長
府
藩
初

代
藩
主
の
毛
利
秀ひ

で

元も
と

は
、
茶
会
等
を
通
し
て
親

交
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、『
古
牋
類

纂
』が
そ
の
伝
手
で
写
さ
れ
た
こ
と
も
可
能
性

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
当
文
庫
蔵
で
長
府
毛
利
家
文

書
を
写
し
た
も
の
に
、『
古こ

今こ
ん

書し
ょ

札さ
つ

判は
ん

形ぎ
ょ
う

之の

写う
つ
し

』

（
四
巻
四
冊
）等
が
あ
る
。『
古
今
書
札
判
形
之

写
』は
長
府
毛
利
家
以
外
に
伝
来
す
る
も
の
も

か
な
り
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
古こ

筆ひ
つ

切ぎ
れ

な
ど
の

写
し
は
一
切
な
く
、『
古
牋
類
纂
』同
様
、武
家
文

書
集
で
あ
り
、義
直
の
蔵
書
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、『
古こ

証し
ょ
う

文も
ん

』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）等
に

も『
古
牋
類
纂
』や『
古
今
書
札
判
形
之
写
』に

採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
原

本
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
写
し
の
関
係
性
や
共

通
点
・
相
違
点
を
吟
味
し
、い
か
な
る
目
的
・
背

景
で
こ
う
し
た
武
家
文
書
集
が
近
世
に
作
成
さ

れ
た
か
を
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
蓬󠄀
左
文
庫　

加
藤
千
沙
）

【
参
考
文
献
】

『
蓬
左
』第
三
六
号（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、一
九
八
九
年
）

『
手
鑑「
萬
代
帖
」』（
山
口
市
教
育
委
員
会
、二
〇
〇
一
年
）

古こ

牋せ
ん

類る
い

纂さ
ん

蓬左文庫




